
-

改革改善
の考え方

①問題
点

社会教育委員制度が、社会教育法の趣旨に則って機能発揮できるよう見直し改善を図る必要がある。委員との協議を
経る中で活動内容の協議を行っている。

②改革
提案

27年度の社会教育委員の改選にあわせて、各社会教育機関が行う事業と関連する活動を行う方を委嘱していく。行政
の説明に意見を述べるだけでなく、独自の調査研究活動や活動の現場での会議など協議を経て取組を開始していく。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

社会教育活動の推進・支援を目的とした教育委員会の後援・共催許可が目標数値を上回っており、市民組織等による活動が
活発に展開されていることが伺える。
社会教育委員会議の開催等、社会教育の振興に関する基本的な取組を計画的に実施した。

総事業費①+② 2,347 1,455 2,004 1,257

200 200

臨時職員所要時間

一般財源 1,632 1,455 1,289 1,257

人件費計（千円）② 715 715

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 1,632 1,455 1,289 1,257

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　社会教育委員会議の開催
（１）社会教育基本方針の審議
（２）社会教育委員の活動のあり方について
２　社会教育功労者表彰（表彰状・感謝状授与）
３　時又ふれあいセンターの維持管理
４　市民主体による社会教育活動の支援（共催・後援事業）
５　社会教育主事研修への参加
６　社会教育団体である婦人会活動支援
７　飯田ユネスコ協会の活動支援

１　委員数
　　会議開催回数
２　表彰受賞者
３　対象施設数
４　共催・後援事業数
５　受講者数
６　支援活動数
７　支援活動数

１　12人
　　３回
２　15件
３　1施設
４　247事業
５　1人
６　６回
７　３回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

運営事務経費
・社会教育委員会議の開催（社会教育関係計画等の立案、諮問事項の意見、研究調査）
・社会教育機関の調整　社会教育・生涯学習に関わる全体的な推進
・社会教育施設の維持管理
・社会教育功労者表彰
・社会教育団体の活動支援
・飯田ユネスコ協会の活動支援

成果
指標

社会教育委員会議・研修会の開催回数 5 5 5 5

成果
指標

市民主体による社会教育活動の支援回数（共催・後援） 150 247 170 150

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

学習活動を行っている市民の割合

飯田市の人口（人） 102446

意図（どういう状態
にするか）

充実した社会教育活動を実践してもらう
学習活動を支援する

目
的

対象（誰・何を） 市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 28 学習交流活動の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 生涯学習・スポーツ課 H27係等名 地育力向上係 H26係等名 地育力向上係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 S54 終了
事務事業名 社会教育運営事務

会計 一般会計
47 25

事業種別 政策

2 施策№ 28 事業№


